
桂
影
舎
露
葉
編
『
か
ゞ
み
餅
』

二
七

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
桂
影
舎
露
葉
編
『
か
ゞ
み
餅
』（
文
政
三
年
刊
、
個
人
蔵
）
を
翻
刻・

紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

露
葉
は
、
大
坂
の
美
濃
派
俳
人
で
あ
る
。
三
浦
若
海
『
俳
諧
人
物
便
覧
』（
加
藤

定
彦
編
『
俳
諧
人
物
便
覧
』
ゆ
ま
に
書
房
、
平
成
11
年
６
月
）
に
「
露
葉 
桂
影
舎　

楚
石
坊
門　

大
坂
人
」、『
大
阪
名
家
著
述
目
録
』（
大
阪
府
立
図
書
館
、
大
正
３
年

３
月
）
に
「
桂
影
舎　

大
阪
の
人
、
楚
石
坊
の
門
下
」、
平
林
鳳
二
、
大
西
一
外

『
新
選
俳
諧
年
表
』（
書
画
珍
本
雑
誌
社
、
大
正
12
年
12
月
）
に
、「
◇
露
葉
、
桂
影

舎
と
号
す
、
楚
石
坊
門
、
大
阪
人
」
と
あ
る
と
お
り
、
東
武
獅
子
門
の
楚
石
坊
の

門
人
で
あ
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
享
和
か
ら
文
化・

文
政
期
に
か
け
て

の
活
動
が
確
認
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
露
葉
が
注
目
さ
れ
る
機
会
は
、
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
、『
俳
諧
大
辞
典
』（
明
治
書
院
、
昭
和
37
年
７
月
）、

『
俳
文
学
大
辞
典
』（
角
川
書
店
、
平
成
７
年
10
月
）
に
も
、
露
葉
は
立
項
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、『
岐
阜
大
学
教
育
学
部　

郷
土
資
料
（
２
）
美
濃
派
俳
書
序
跋

集
』（
岐
阜
大
学
教
育
学
部
、
昭
和
46
年
３
月
）、
鈴
木
勝
忠
「『
美
濃
派
俳
書
序
跋

集
』
追
加
」（『
東
海
近
世
』
第
九
号
、
東
海
近
世
文
学
会
、
平
成
10
年
４
月
）
に

露
葉
の
編
集
し
た
俳
書
の
序
跋
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

　

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
の
東
武
獅
子
門
の
研
究
で
は
、
鈴
木
勝
忠
「
東
武
獅
子

門
の
展
開
―
墨
直
し
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
国
語
と
国
文
学
』
至
文
堂
、
昭
和
34
年

１
月
、
の
ち
『
近
世
俳
諧
史
の
基
層
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
平
成
４
年
12
月
に

収
録
）
を
は
じ
め
、
兼
子
順
「
東
武
獅
子
門
白
山
下
連
の
形
成
と
展
開
―
東
武
吉

見
新
井
家
所
蔵
「
歳
旦
」
を
中
心
に
し
て
―
」（『
文
書
館
紀
要
』
第
29
号
、
埼
玉

県
立
文
書
館
、
平
成
28
年
３
月
）
な
ど
、
主
に
玄
武
坊
以
前
の
事
象
が
問
題
と
さ

れ
て
お
り
、
楚
石
坊
の
時
代
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
自
体
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
言
っ

桂
影
舎
露
葉
編
『
か
ゞ
み
餅
』

伊
　
藤
　
善
　
隆



立
正
大
学
大
学
院
紀
要
　
三
十
八
号

二
八

て
よ
い
。
そ
の
た
め
、
露
葉
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
ま
ず
は
そ
の
俳
諧
活
動
の
概
略
を
確
認
し
て
み
た
い
。

　

な
お
、『
新
選
俳
諧
年
表
』
に
は
「
文
化
四
年　

丁
卯　

▼
左
栗
歿
、
八
月
廿
五

日
、
蔦
雨
園
と
号
す
、
露
葉
の
弟
、
楚
石
坊
門
、
大
阪
人
」
と
あ
り
、
兄
弟
で
楚

石
坊
に
師
事
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
他
に
露
葉
と
号
し
た
俳
人
に
は
、

元
禄
期
に
活
動
し
た
水
間
沾
徳
や
、
大
名
俳
人
の
諏
訪
忠
晴
、
ま
た
嘉
永
期
に
活

動
し
た
奥
州
吉
岡
宿
の
吉
田
善
吉
な
ど
、
複
数
が
確
認
で
き
る
。
上
記
の
俳
人
た

ち
は
、
俳
系
は
も
ち
ろ
ん
、
活
動
時
期
も
異
な
る
が
、
大
坂
の
露
葉
と
同
時
期
、

し
か
も
同
じ
く
楚
石
坊
系
の
俳
書
に
入
集
す
る
駿
河
の
「
女　

露
葉
」
が
い
る
、

両
者
が
同
じ
俳
書
に
入
集
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
注
意
を
要
す
る
。

露
葉
の
俳
諧
活
動

　

限
ら
れ
た
調
査
の
範
囲
で
は
あ
る
が
、
確
認
し
得
た
露
葉
の
入
集
状
況
と
入
集

句
を
列
挙
し
、
露
葉
の
俳
諧
活
動
の
概
略
を
確
認
し
た
い
（
露
葉
の
編
著
に
つ
い

て
は
、
次
節
で
触
れ
る
）。
以
下
、
書
名
に
注
記
し
た
刊
年
は
、
主
に
序
跋
の
年
記

に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
墨
な
を
し
』
に
は
、
二
年
分
を
一
冊
と
し
て
刊

行
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
便
宜
的
に
刊
年
と
し
て
二
年
分
を
併
記
し
た
（
す
な
わ

ち
、
文
化
十
年
と
十
一
年
の
会
式
を
一
冊
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
は
文
化
十
一
年

の
刊
行
と
推
定
さ
れ
る
が
、
以
下
で
は
便
宜
的
に
「
文
化
十・

十
一
年
刊
」
と
記

し
た
）。
な
お
、
新
潟
大
学
附
属
図
書
館
佐
野
文
庫
蔵
本
と
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館

蔵
本
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
っ

て
参
照
し
た
。
ま
た
、
所
蔵
者
の
注
記
の
無
い
も
の
は
、
個
人
蔵
本
を
参
照
し
た
。

あ
ら
海
や
千
鳥
の
声
の
浮
し
づ
み　
　
　
　
　

 

仝
（
摂
津
）
大
坂

露
葉

�

（『〔
墨
な
を
し
〕』
寛
政
十
一
年
刊
）

�

※
早
稲
田
大
学
図
書
館
雲
英
文
庫
蔵
本
に
よ
る
。

雉
子
啼
や
か
へ
馬
た
て
る
小
藪
陰　
　
　
　
　
　
　
摂
津
大
坂

露
葉

�

（『
庚申

墨
な
を
し
』
寛
政
十
二
年
刊
）

硯
に
も
花
の
雫
や
手
向
の
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
坂

露
葉

五
月
雨
や
寐
所
か
え
る
子
持
犬　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
坂

露
葉

�

（『
壬戌

墨
な
を
し
』
享
和
二
年
刊
）

し
ば
ら
く
は
狂
ふ
や
瀧
に
ち
る
紅
葉　
　
　
　
　
　
摂
津
大
坂

露
葉

�

（
富
春
館
桃
仙
編
『
さ
つ
き
の
夢
』
享
和
二
年
刊
）

楚
石
師
坊
へ
便
り
し
て
玄
武
尊
師
七
回
忌
の
牌
前
へ
さ
ゝ�

げ
奉
る

爰
か
ら
も
あ
ふ
ぐ
夕
べ
や
梅
の
月　
　
　
　
　
　
　
　
大
坂

露
葉

�

（
玄
二
坊
編
『
お
ぼ
ろ
影
』
享
和
四
年
刊
）

�

※
玄
武
坊
七
回
忌
追
善
集
。

道
ふ
さ
ぐ
牛
こ
は
が
る
や
野
ゝ
遊
び　
　
　
　
　
　
　
大
坂

露
葉

�

（
麦
里
編
『
越
の
む
か
し
』
享
和
四
年
刊
）

ふ
さ
が
れ
た
空
に
あ
せ
る
や
猫
の
恋　
　
　
　
　
　
　
大
坂

露
葉

�

（『
甲子

墨
な
を
し
』
文
化
元
年
刊
）



桂
影
舎
露
葉
編
『
か
ゞ
み
餅
』

二
九

�

※
新
潟
大
学
附
属
図
書
館
佐
野
文
庫
蔵
本
に
よ
る
。

梢
ま
で
斧
の
ひ
ゞ
き
や
露
し
ぐ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
大
坂

露
葉

�

（『
乙丑

墨
な
を
し
』
文
化
二
年
刊
）

行
く
鳫
や
越
の
道
者
の
出
る
こ
ろ　
　
　
　
　
　
　

 

大
坂
連

露
葉

�

（『
丙寅

墨
な
を
し
』
文
化
三
年
刊
）

ま
だ
残
る
寒
さ
や
そ
こ
に
炭
俵　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
坂
連

露
葉

�

（『
丁卯

墨
な
を
し
』
文
化
四
年
刊
）

つ
と
入
や
帷
子
と
ふ
す
娵
の
汗　
　
　
　
　
　
　
　
摂
津
大
坂

露
葉

�

（
相
模
藤
野
連
中
編
『
明
の
月
』
文
化
四
年
刊
）

か
ら
鮭
や
鰹
は
花
の
名
も
あ
る
に　
　
　
　
　
　
　
　
大
坂

露
葉

�

（『
戊辰

墨
な
を
し
』
文
化
五
年
刊
）

�

※
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
。

新
し
い
橋
の
匂
ひ
や
朧
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
坂

露
葉

�

（『
己巳

墨
な
を
し
』
文
化
六
年
刊
）

駕
舁
は
先
へ
待
せ
て
花
野
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
坂

露
葉

�

（『
庚午

墨
な
を
し
』
文
化
七
年
刊
）

草
で
足
ふ
い
た
跡
あ
り
根
芹
つ
み　
　
　
　
　
　
　
　
大
坂

露
葉

�

（『〔
そ
の
ま
さ
ご
〕』
文
化
八
年
刊
）

庖
丁
も
香
に
憎
る
ゝ
根
深
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
坂

露
葉

�

（『
壬申

墨
な
を
し
』
文
化
九
年
刊
）

�

※
「
三
月
十
六
日　

於
臨
川
寺
興
行
」
の
「
百
韻
」
に
も
一
座
。

釈
迦
よ
り
も
先
へ
涅
槃
の
便
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
大
坂

露
葉

�

（
桂
後
選
『
去
て
後
』
文
化
九
年
刊
）

炭
竈
や
そ
こ
へ
落
葉
も
来
て
煙
り　
　
　
　
　
　
　
　
大
坂

露
葉

�

（『
己
酉
甲
戌

墨
な
を
し
』
文
化
十・

十
一
年
刊
）

敷
も
の
に
し
て
子
の
遊
ぶ
は
せ
を
哉　
　
　
　
　
　
　
大
坂

露
葉

�

（『
乙
亥
丙
子

墨
な
を
し
』
文
化
十
二・

十
三
年
刊
）

駕
舁
の
肩
で
息
す
る
暑
さ
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
坂

露
葉

庖
丁
も
香
に
憎
る
ゝ
根
深
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

露
葉

爼
板
に
薄
刃
の
あ
と
や
ほ
し
大
根　
　
　
　
　
　
　
　
　

露
葉

蝶
〳
〵
や
庭
へ
も
ひ
と
つ
野
の
あ
ま
り　
　
　
　
　
　
　

仝

筆
す
て
の
名
は
松
に
あ
り
つ
く
〴
〵
し　
　
　
　
　
　
　

仝

鮒
す
く
ふ
網
に
は
ね
出
す
田
に
し
か
な　
　
　
　
　
　
　

仝

降
出
し
て
唄
の
腰
折
る
茶
つ
み
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　

露
葉

紅
つ
み
や
手
に
は
か
の
行
く
朝
曇　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝

広
い
門
せ
ま
く
通
す
や
麦
の
秋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝

降
さ
ふ
で
降
か
ね
る
日
の
暑
さ
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

露
葉

稲
妻
や
折
れ
込
み
て
か
ら
た
て
る
窓　
　
　
　
　
　
　
　

露
葉

順
礼
の
笠
も
い
で
行
野
分
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

露
葉

う
ら
枯
て
目
だ
つ
や
藪
に
万オ

モ

ト
年
青
の
実　
　
　
　
　
　
　

仝

留
主
番
の
気
ま
ゝ
に
奢
る
火
燵
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　

露
葉

�

（『
戊寅

そ
の
ま
さ
ご
』
文
政
元
年
刊
）



立
正
大
学
大
学
院
紀
要
　
三
十
八
号

三
〇

�

※
国
会
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
。

船
の
朝
干
し
て
結
は
る
ゝ
柳
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
大
坂

露
葉

�

（
蝶
二
選
『
鹿
野
山
集
』
文
政
二
年
刊
）

木
犀
や
庭
の
し
ま
り
も
香
に
う
ご
き　
　
　
　
　
　
　
大
坂

露
葉

�

（
楚
石
坊
編
『
影
七
尺
』
文
政
三
年
刊
）

�

※
玄
武
坊
二
十
三
回
忌
追
善
集
。

不
義
も
の
と
書
く
腰
元
や
猫
の
恋　
　
　
　
　
　
　
　
大
坂

露
葉

暮
て
か
ら
日
和
ほ
め
る
や
星
月
夜　
　
　
　
　
　
　
　
　

露
葉

筏
に
も
秋
の
模
様
や
ち
る
紅
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝

灰
汁
桶
の
し
た
ゝ
る
音
や
お
ぼ
ろ
月　
　
　
　
　
　
　
　

露
葉

長
閑
さ
や
鳥
の
羽
風
に
散
る
さ
く
ら　
　
　
　
　
　
　
　

露
葉

木
瓜
咲
や
鼻
の
も
げ
た
る
石
地
蔵　
　
　
　
　
　
　
　
　

露
葉

夕
㒵
や
月
も
半
分
ひ
ら
く
暮
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

露
葉

濡
れ
て
出
る
鳥
も
あ
り
け
り
露
時
雨　
　
　
　
　
　
　
　

露
葉

野
ゝ
寂
や
案
山
子
も
弓
の
手
を
放
し　
　
　
　
　
　
　
　

露
葉

せ
ゝ
な
ぎ
の
流
を
飛
ぶ
や
み
そ
さ
ゞ
ゐ　
　
　
　
　
　
　

露
葉

鍋
に
さ
へ
わ
け
へ
だ
て
あ
り
薬
く
ひ　
　
　
　
　
　
　
　

露
葉

�

（『
庚辰

そ
の
ま
さ
ご
』
文
政
三
年
刊
）

庖
丁
も
香
に
憎
る
ゝ
根
深
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
坂

露
葉

�

（
巴
山・

下
住
編
『
重
す
ゞ
り
』
文
政
三
年
刊
）

薄
か
ら
先
へ
渡
る
や
は
つ
あ
ら
し　
　
　
　
　
　
　
　
大
坂

露
葉

�

（『
辛
巳
壬
午

墨
な
を
し
』
文
政
四・

五
年
刊
）

雪
の
日
や
こ
た
つ
へ
ふ
へ
る
足
の
数　
　
　
　
　
　
　
大
坂

露
葉

�

（『
癸
未
甲
申

墨
な
を
し
』
文
政
六・

七
年
刊
）

つ
ら
〳
〵
往
事
を
か
え
り
見
れ
ば
、
二
十
四
年
の
捧
頭
も�

今
は
片
時
の
夢
と
さ
め
て
、
そ
の
遺
教
の
胸
に
み
ち
て
、�

そ
の
俤
の
芽
に
う
か
む
。
先
師
の
牌
前
に
合
掌
し
て

月
雪
に
影
仰
ぐ
恩
つ
も
る
恩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

露
葉

�

（『
そ
の
石
す
ゑ　

中
』
文
政
七
年
刊
）

�

※
発
句
の
他
、
歌
仙
一
折
（「
楚
石
庵
追
善
」）
の
脇
句
を
詠
む
。

残
る
蚊
や
昼
も
は
な
れ
ぬ
明
き
徳
利　
　
　
　
　
　
　
大
坂

露
葉

�

（『
そ
の
石
す
ゑ　

終
』
文
政
七
年
刊
）

�

※
楚
石
坊
三
回
忌
追
善
集
。

蔦
も
手
の
と
ゞ
か
ぬ
壁
や
蝸
牛　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
坂

露
葉

�

（
曙
庵
文
明・

泉
響
園
琴
而
編
『
め
ぐ
る
あ
き
』
文
政
九
年
刊
）

其
罪
も
昼
は
ほ
ど
け
て
鵜
縄
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
大
坂

露
葉

�

（
い
山
坊
編
『
此
は
し
ら
立
』
文
政
十
一
年
刊
）

�

※
楚
石
坊
七
回
忌
追
善
集
。

　

以
上
、
当
該
時
期
の
俳
書
を
網
羅
的
に
確
認
し
得
た
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
限
定
的
な
調
査
結
果
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
露
葉
と
楚
石
坊
と
の
関
係
の
深

さ
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
露
葉
の
入
集
が
確
認
で
き
た
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三
一

俳
書
は
い
ず
れ
も
楚
石
坊
の
編
著
、
あ
る
い
は
楚
石
坊
の
門
人
の
編
集
に
な
る
俳

書
で
あ
る
。
ま
た
、
玄
武
坊
七
回
忌
追
善
集
『
お
ぼ
ろ
影
』
に
句
を
寄
せ
る
際
の

前
書
に
「
楚
石
師
坊
へ
便
り
し
て
」
と
あ
っ
た
り
、
玄
武
坊
在
世
中
の
『
墨
な
を

し
』（
寛
政
九
年
刊
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
雲
英
文
庫
蔵
本
を
参
照
）
に
入
集
が
な

か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
、
先
に
引
用
し
た
諸
文
献
に
記
さ
れ
た
と
お
り
、
露
葉
が

楚
石
坊
門
の
俳
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
。

　

な
お
、
露
葉
の
楚
石
坊
へ
の
入
門
は
、『
そ
の
石
す
ゑ
』
に
載
る
追
悼
句
に
「
二

十
四
年
の
棒
頭
も
今
は
片
時
の
夢
と
さ
め
て
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
文
政
五
年

（
楚
石
坊
の
没
年
）
を
遡
る
こ
と
二
十
四
年
、
す
な
わ
ち
寛
政
十
一
年
と
な
ろ
う

か
。
寛
政
十
一
年
は
、
楚
石
坊
の
師
で
あ
る
玄
武
坊
が
没
し
た
翌
年
で
あ
る
。

露
葉
の
編
著

　

露
葉
に
は
複
数
の
編
著
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
俳
諧
人
物
便
覧
』
は
「
著　

葛

之
遊　

心
之
杖
」、『
大
阪
名
家
著
述
目
録
』
は
「
俳
諧
葛
の
遊　

一
」「
俳
諧
心
の

枝　

一
」
を
挙
げ
る
。
ま
た
、『
新
選
俳
諧
年
表
』
に
は
、
文
化
十
一
年
の
条
に

『
八
千
代
の
春
』、
文
化
十
四
年
の
条
に
『
富
士
詣
』、
文
政
元
年
の
条
に
『
葛
濃
阿

楚
飛
』（
後
掲
の
よ
う
に
、
正
し
く
は
文
化
元
年
刊
）、
文
政
二
年
の
条
に
『
蔦
の

雨
』
の
三
点
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
国
文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
以

下
、「
古
典
籍
Ｄ
Ｂ
」
と
略
記
）
は
、
以
下
の
六
点
を
露
葉
の
編
著
と
し
て
収
録
す

る
（
令
和
３
年
10
月
23
日
確
認
。
な
お
、
※
印
を
付
し
、
私
に
注
記
を
加
え
た
）。

『
葛
濃
阿
楚
飛
』�（
文
化
元
年
刊
）
※
露
葉
が
東
下
し
て
、
は
じ
め
て
江
戸
の

楚
石
坊
を
訪
ね
た
折
の
記
念
集
。

『
こ
ゝ
ろ
の
杖
』�（
文
化
八
年
刊
）
※
「
古
典
籍
Ｄ
Ｂ
」
に
刊
年
不
載
、
序
文

の
年
記
に
よ
る
。
露
葉
が
「
初
老
」
を
迎
え
た
記
念
集
。

『
八
千
代
の
春
』�（
文
化
十
一
年
刊
）
※
露
葉
の
父
が
「
耆
老
」（
八
十
歳
）

を
迎
え
た
記
念
集
。

『
富
士
詣
』（
文
化
十
四
年
刊
）
※
露
葉
の
富
士
登
山
、
江
戸
下
向
記
念
集
。

『
蔦
の
あ
め
』（
文
政
二
年
刊
）
※
蔦
雨
園
左
栗
（
露
葉
の
弟
）
の
寂
照
忌

（
十
三
回
忌
）
追
善
集
。

『
俳
諧
心
の
枝
』
※
「
古
典
籍
Ｄ
Ｂ
」
に
「
大
阪
名
家
著
述
目
録
に
よ
る
」。

　

以
上
の
う
ち
、『
俳
諧
心
の
枝
』
は
、
お
そ
ら
く
『
こ
ゝ
ろ
の
杖
』
の
誤
伝
で
あ

ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
露
葉
の
編
著
は
五
点
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
本
稿
で
紹
介
す
る
『
か
ゞ
み
餅
』（
文
政
三
年
刊
）
は
、
こ
れ
ま
で
所

在
の
知
ら
れ
な
か
っ
た
俳
書
で
あ
る
。

ま
と
め

　
『
か
ゞ
み
餅
』
巻
頭
句
の
前
書
に
よ
れ
ば
、
同
書
は
露
葉
「
知
命
の
春
」
の
刊

行
、
す
な
わ
ち
五
十
歳
の
記
念
の
集
で
あ
る
。
小
冊
で
は
あ
る
も
の
の
、
露
葉
の

伝
記
的
事
跡
、
ま
た
大
坂
に
お
け
る
東
武
獅
子
門
の
活
動
を
う
か
が
い
知
る
た
め

に
貴
重
な
撰
集
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
に
翻
刻
紹
介
す
る
所
以
で
あ
る
。
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〈
書
誌
〉

書
型
…
…
半
紙
本
一
冊
。
二
二
、
七
㎝
×
一
五
、
八
㎝
。
袋
綴
じ
。
楮
紙
。

表
紙
…
…
薄
縹
色
布
目
原
表
紙
。

題
簽
…
…
原
題
簽
。
中
央
無
辺
。「
加
〻
美
餅　
大
坂

露
葉
」。

版
式
…
…
無
辺
無
界
毎
半
葉
八
行
。

字
高
…
…�

一
五
、
七
㎝
（
初
丁
掲
載
の
露
葉
発
句
「
日
と
月
の
～
露
葉
」
を

計
測
）。

奥
書
…
…
「
文
政
庚
辰
の
と
し
」（
文
政
三
年
）。

刊
記
…
…
ナ
シ
。

柱
刻
…
…
「
鏡　
　
　
　
　

一
（
～
七
）」。

丁
数
…
…
全
七
丁
。

〈
凡
例
〉

　

翻
刻
に
あ
た
り
、
句
読
点
、
濁
点
を
適
宜
補
い
、
改
行
も
適
宜
改
め
た
。
な
お
、

「
三
」
丁
表
七
行
目
「
牙キ
バ

」
の
「
バ
」
の
濁
点
の
み
、
原
本
の
マ
マ
で
あ
る
。

　

虫
損
に
よ
る
難
読
箇
所
は
□
（
虫
損
）と
示
し
た
。

　

異
体
字
等
は
概
ね
通
行
の
字
体
に
改
め
た
が
、
一
部
原
本
の
表
記
を
残
し
た
。

　

原
本
の
各
丁
片
面
の
終
わ
り
に
当
た
る
と
こ
ろ
に　

」
を
つ
け
、（　

）
内
に
そ

の
丁
数
お
よ
び
表・

裏
（
オ・

ウ
）
を
示
し
た
。

　

参
考
の
た
め
、
原
本
の
図
版
を
末
尾
に
示
し
た
。

〈
翻
刻
〉加

〻
美
餅　
　
　
大
坂

露
葉�

」（
上
巻
表
紙・

原
題
簽

）

（
白
紙
）�

」（
上
巻
表
紙

見
返
し

）

　
　

歳
祝　
　
　

浪
華

こ
と
し
は
知
命
の
春
を
迎
る
よ
り
、
ま
づ
恵
方

に
向
ひ
て
、
そ
の
春
光
を
仰
ぐ

月
と
日
の
恩
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桂
影
舎

　
　
　

か
さ
ね
て
か
ゞ
み
餅　
　
　
　
　
　

露
葉

�

」（「
一
」
オ

）

　
　
　
　
　
　

哥
仙
行

桂
影
主
人
、
こ
と
し
は
知
命
の
春
を
迎
て
、
そ

の
賀
莚
を
ひ
ら
か
る
ゝ
席
に
つ
ら
な
り
て
、
な

を
幾
十
が
へ
り
も
と
、
永
く
ひ
さ
し
か
ら
む
事

を
こ
と
ぶ
く

祝
ふ
そ
の
栄
え
や
年
も
松
の
花　
　
　
　
　
　

千
遊

春
を
麓
の
遊
び
永
キ

日　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

露
葉�

」（「
一
」
ウ

）

蚊
針
に
も
か
ゝ
ら
ぬ
内
の
鮎
汲
て　
　
　
　
　
　

楚
流



桂
影
舎
露
葉
編
『
か
ゞ
み
餅
』

三
三

夜
雨
奇
麗
に
晴
わ
た
り
け
り　
　
　
　
　
　
　

一
湖

市
の
店
算
盤
持
て
か
し
こ
ま
り　
　
　
　
　
　
　

枕
流

急
が
ぬ
用
は
耳
に
き
ゝ
捨　
　
　
　
　
　
　
　

依
正

ﾝ ウ

精
霊
の
影
は
見
え
ね
ど
盆
の
月　
　
　
　
　
　
　

巴
遊

手
作
の
畑
の
瓜
に
鉈
豆　
　
　
　
　
　
　
　
　

蕉
居

帯
解
く
て
寐
る
世
の
秋
の
有
が
た
さ　
　
　
　
　

可
雪

軍
□
（
虫
損
）聞

〳
〵
更
す
お
日
待　
　
　
　
　
　
　

 

八
重�

」（「
二
」
オ

）

垣
ひ
と
へ
近
い
隣
の
鶏
の
声　
　
　
　
　
　
　
　

ゑ
い

山
家
で
も
な
い
山
科
の
里　
　
　
　
　
　
　
　

世
幽

斎
キ

坊
も
鼻
は
ぢ
か
る
ゝ
芥
子
和
へ　
　
　
　
　

 

浅
之

団
扇
に
笑
ふ
顔
か
く
す
娵　
　
　
　
　
　
　
　

天
鷺

行
燈
も
あ
ち
ら
向
れ
ば
風
が
あ
て　
　
　
　
　
　

東
明

川
ま
で
汐
の
さ
し
て
来
る
河
岸　
　
　
　
　
　

雀
蛤

花
よ
り
も
実
の
あ
る
叔
父
の
状
便
り　
　
　
　
　
　

葉

傍
輩
同
士
の
新
参
こ
そ
ぐ
る　
　
　
　
　
　
　
　

遊�
」（「
二
」
ウ

）

二
ヲ

白
酒
も
四
日
は
雛
の
す
べ
り
な
り　
　
　
　
　
　
　

湖

夕
日
の
い
ろ
を
奪
ふ
毛
せ
ん　
　
　
　
　
　
　
　

流

大
名
の
お
側
に
土
も
ふ
ま
ぬ
狆　
　
　
　
　
　
　
　

正

老
の
咄
に
出
る
三
世
相　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枕

も
の
静
雪
に
も
な
ら
で
小
夜
時
雨　
　
　
　
　
　
　

居

願
き
く
杉
に
注
連
も
淋
し
き　
　
　
　
　
　
　
　

巴

し
ら
歯
に
も
あ
ん
な
恨
ミ

は
恋
の
牙キ
バ　

　
　
　
　
　

 

重

名
□
（
虫
損
）今

と
て
も
木
辻
鳴
川　
　
　
　
　
　
　
　

 

雪�

」（「
三
」
オ

）

お
そ
早
も
酒
手
次
第
の
駕
籠
な
れ
ば　
　
　
　
　
　

幽

若
い
こ
ゝ
ろ
の
耳
へ
貸
す
智
恵　
　
　
　
　
　
　

い

こ
れ
〳
〵
と
起
す
も
月
に
高
鼾　
　
　
　
　
　
　
　

鷺

さ
め
ぬ
暑
さ
の
夏
は
過
て
も　
　
　
　
　
　
　
　

之

二
ウ

い
ま
に
ま
だ
百
日
紅
の
咲
残
り　
　
　
　
　
　
　
　

蛤

誰
が
落
書
を
庵
の
留
主
の
戸　
　
　
　
　
　
　
　

明

う
な
づ
い
て
居
る
の
は
謎
も
解
た
や
ら　
　
　
　
　

遊

ま
づ
爼
板
に
豆
腐
一
挺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉�

」（「
三
」
ウ

）

う
つ
ろ
は
ぬ
色
こ
そ
よ
け
れ
花
の
主　
　
　
　
　
　

正

菊
の
根
分
に
千
代
の
た
め
し
も　
　
　
　
　
　
　

明

　
　
　
　
　
　

賀
章　

各
前
書
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
坂
連
中

た
の
も
し
き
春
や
世
に
名
を
揚
雲
雀　
　
　
　
　
　

一
湖

囀
る
も
花
を
か
ざ
し
や
五
十
雀　
　
　
　
　
　
　
　

巴
遊

世
に
ひ
ら
く
花
や
こ
と
し
の
春
は
な
を　
　
　
　
　

枕
流�

」（「
四
」
オ

）

今
を
世
に
時
め
く
春
や
は
つ
ざ
く
ら　
　
　
　
僧 　

依
正

ま
だ
冴
る
月
を
眼
鏡
や
五
十
の
春　
　
　
　
　
　
　

蕉
居

梅
が
香
や
そ
れ
か
ら
広
く
名
も
か
ほ
り　
　
　
女 　

可
雪
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祝
ふ
日
の
影
な
を
永
し
糸
ざ
く
ら　
　
　
　
　
仝 　

八
重

握
る
手
に
指
は
起
さ
ぬ
蕨
か
な　
　
　
　
　
　
幼
女　

ゑ
い

月
花
を
杖
に
遊
び
の
春
永
し　
　
　
　
　
　
　
尼 　

世
幽

祝
ふ
名
も
八
千
代
の
春
や
玉
椿　
　
　
　
　
　
女 　

浅
之

道
に
そ
の
遊
び
は
永
し
紙
鳶
の
糸　
　
　
　
　
　
　

東
明�

」（「
四
」
ウ

）

末
永
き
秋
を
青
む
や
苗
代
田　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
鷺

老
木
と
は
見
え
ぬ
若
芽
の
梢
か
な　
　
　
　
　
　
　

雀
蛤

三
千
と
せ
の
莟
た
の
も
し
桃
の
花　
　
　
　
　
　
　

楚
流

　
　
　
　
　
　

名
録

こ
と
し
此
春
、
東
都
墨
直
し
へ
出
席
せ
し
折
か
ら
、

人
〴
〵
へ
短
冊
を
乞
し
が
、
そ
の
句
〳
〵
を
爰
に

出
し
て
、
此
小
冊
の
飾
と
な
す
事
、
左
の
ご
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
都
連

籠
で
汲
む
井
戸
も
あ
り
け
り
真
桑
瓜　
　
　
　
　
　

百
花
坊

春
夏
の
曇
り
や
は
れ
て
秋
の
月　
　
　
　
　
　
　
　

松
寿
坊�

」（「
五
」
オ

）

寒
菊
に
き
ほ
ひ
ま
け
ず
や
石
蕗
の
花　
　
　
　
　
　

有
橋

す
き
腹
に
こ
た
へ
て
寒
し
啼
く
千
鳥　
　
　
　
　
　

以
山

朝
風
の
ち
ぎ
る
ゝ
音
や
わ
た
り
鳥　
　
　
　
　
　
　

蘇
慶

鬼
な
ら
で
柊
に
消
え
つ
寒
念
仏　
　
　
　
　
　
　
　

雨
江

貧
僧
の
米
櫃
に
す
る
ふ
く
べ
か
な　
　
　
　
　
　
　

不
鈬

青
す
だ
れ
か
け
て
掃
け
り
椽
の
塵　
　
　
　
　
　
　

巴
山

子
の
慾
の
八
ッ
口
潜
る
木
の
実
哉　
　
　
　
　
　
　

下
住

鈴
虫
や
鈴
に
緒
の
な
き
神
の
庭　
　
　
　
　
　
　
　

葛
路�

」（「
五
」
ウ

）

ひ
ぐ
ら
し
や
松
の
裾
か
ら
夕
日
影　
　
　
　
　
　
　

兔
江

埋
火
や
寐
酒
と
明
け
を
入
か
は
り　
　
　
　
　
　
　

貞
固

更
る
の
は
油
に
知
る
や
年
の
市　
　
　
　
　
　
　
　

峨
竹

百
合
の
花
雨
も
逆
さ
に
あ
た
り
け
り　
　
　
　
　
　

等
宇

蜩
や
味
噌
す
る
音
の
ひ
ゞ
く
こ
ろ　
　
　
　
　
　
　

其
又

苗
代
や
針
の
先
ほ
ど
秋
の
芽
も　
　
　
　
　
　
　
　

三
省

雪
解
や
箒
に
か
ゝ
る
水
の
泡　
　
　
　
　
　
　
　
　

芦
遊

足
あ
と
に
水
濁
り
け
り
か
き
つ
ば
た　
　
　
　
　
　

牛
歩�

」（「
六
」
オ

）

川
狩
り
や
川
に
褌
の
洗
た
く
も　
　
　
　
　
　
　
　

元
沢

な
い
足
の
跡
を
つ
け
た
る
田
に
し
か
な　
　
　
　
　

山
許

鴉
よ
り
先
え
蓮
見
の
案
内
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

鳩
笑

下
萌
や
残
り
し
雪
の
間
か
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　

里
旭

年
毎
に
鎰
も
ふ
へ
け
り
蔵
び
ら
き　
　
　
　
　
　
　

麟
車

定
ま
つ
た
妻
と
て
は
な
し
猫
の
恋　
　
　
　
　
　
　

其
柳

う
ぐ
ひ
す
や
眠
い
蛙
と
う
ら
お
も
て　
　
　
　
　
　

桃
奴
坊

剃
る
内
を
や
つ
と
こ
ら
へ
る
頭
巾
哉　
　
　
　
浦
和　

文
呂
坊�

」（「
六
」
ウ

）

枯
れ
た
名
は
隠
れ
て
雪
の
柳
か
な　
　
　
　
　
仝 　

清
夫

よ
い
行
義
子
に
教
え
る
や
紙
雛　
　
　
　
　
　
大
間
木 

其
滴



桂
影
舎
露
葉
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『
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ゞ
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三
五

水
汲
ん
で
男
呼
び
け
り
雪
の
朝　
　
　
　
　
　
仝 　

化
朝

筋
骨
の
う
ご
く
や
風
の
枯
柳　
　
　
　
　
　
　
五
日
市 

松
二

麦
秋
や
暮
て
さ
へ
野
ゝ
渡
し
船　
　
　
　
　
　
仝 　

指
月

紅
つ
み
や
手
に
は
か
の
行
く
朝
曇
り　
　
　
　
　
　

露
葉

�

」（「
七
」
オ

）

　
　
　
　

亀
ノ
賛　

和
詩
七
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楚
石
老
師

松
の
千
と
せ
と
鶴
の
千
と
せ
と

ふ
た
つ
な
ら
べ
て
数
合
す
と
も

永
く
久
し
き
た
め
し
な
る
に
は

此
う
へ
の
な
き
亀
の
よ
ろ
づ
代

此
詩
は
予
が
知
命
の
春
を
迎
た
る
を
寿
き
給
は
ん
と�

�

て
自
画
に
此
賛
し
て
恵
み
た
ま
は
り
し
を
、
爰
に
跋�

�

装
と
は
な
し
ぬ
。

文
政
庚
辰
の
と
し�

」（「
七
」
ウ

）

（
白
紙
）�

」（
上
巻
裏
表

紙
見
返
し

）

�

」（
上
巻
裏

表
紙

）

〈
付
記
〉

　

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））「
化
政
期
俳
諧
再
評
価
の

た
め
の
新
研
究
」（
研
究
課
題
番
号 18K

00296 

代
表・

伊
藤
善
隆
）
の
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。
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